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本学は､ 1966年に男女共学の栄養学部
のみの単科大学として創設されました｡
以降､ 法学部､ 経済学部､ 薬学部､ 人文
学部､ 経営学部､ 総合リハビリテーショ
ン学部､ 現代社会学部､ グローバル・コ
ミュニケーション学部を開設し､ 人文・
社会・自然の調和のとれた総合大学とし
て発展してきました｡ 創立から半世紀が
経ち､ 2018年４月には10番目の学部とな
る ｢心理学部｣ を開設｡ 今後ますます発
展する総合教育・研究機関として､ 地域
や国際社会から大きな期待が寄せられて
います｡� ��������
本学では創立以来､ ｢真理愛好・個性

尊重｣ という建学の精神のもと､ 国際的
視野に立つ優れた人格と高度な知性を併
せ持つ人材の育成に努めています｡ 学生
一人ひとりの持つ異なる個性や異なる分
野での能力を尊重し､ それぞれの学生が､
希望する学修やキャンパスでの活動を通
じて伸び伸びと成長し､ 個性や才能を開
花できるようサポートします｡
また､ 社会の国際化､ 情報化に対応し､
活発な国際交流を展開しています｡ 学生
は､ 長い交流の伝統を誇る協定大学との
プログラムや､ 専門分野を海外で学ぶ
｢学部の企画による研修｣ など､ 本学な
らではのプログラムを通して貴重な異文
化交流を体験できます｡ グローバルな視
点を養うことで､ 豊かな国際感覚を育み
ます｡� ����������
本学では､ 2009年度に教育開発センター
を新設し､ そこを中心にして学士課程教
育の構築のための様々な取り組みを行っ
ています｡
全学のディプロマポリシー (DP) を

元に､ 各学科の特色・目標を活かして各
学部の DP を定め､ ｢履修の手引｣ に明
記しました｡ またアドミッションポリシー
は､ 大学案内の中にわかりやすく紹介し
ています｡ カリキュラムポリシー (CP)
についても､ ｢履修の手引｣ などに学修

計画や進路検討の助けとなるように紹介
しています｡ とくに CP は､ 最善の教育
を提供するために常に見直しを続けてい
ます｡� ����������
2012年､ 学校法人神戸学院が創立100

周年を迎え､ 2016年には､ 神戸学院大学
が創立50周年を迎えました｡ 100年と50
年という､ ２つの大きな節目が交わるこ
の時期こそ､ 神戸学院大学が劇的に変貌
する絶好の機会であると捉え､ ｢神戸学
院100年宣言｣ に基づく ｢中期行動計画｣
を発表し､ 実現に向け､ 全学をあげて取
り組んでいます｡
今後は､ 建学の精神の下､ ｢学生の満

足度の高い大学｣ であり続けるために､
高等教育機関として責任のある教育を実
践し､ 学修環境を整備し､ 研究力の向上
と社会への還元を実現していきます｡ そ
の結果､ 神戸学院大学に誇りと愛着を持
つ学生が巣立ち､ 将来にわたり卒業生と
して神戸学院大学を力強く応援してくれ
るものと期待します｡� ������������
・法 学 部／法律学科 (450名)
・経済学部／経済学科 (340名)
・経営学部／経営学科 (340名)
・人文学部／人文学科 (300名)
・心理学部[2018年４月開設]／

心理学科 (150名)
・現代社会学部／現代社会学科 (130名)

社会防災学科 (90名)
・グローバル･コミュニケーション学部／
グローバル･コミュニケーション学科
英 語コース (120名)
中国語コース (30名)
日本語コース(外国人留学生対象) (30名)

・総合リハビリテーション学部／
理学療法学科 (40名)
作業療法学科 (40名)
社会リハビリテーション学科(90名)

・栄養学部／栄養学科
管理栄養学専攻 (95名)
生命栄養学専攻 (65名)

・薬学部／薬学科 [６年制] (250名)
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[ポートアイランドキャンパス]
法､ 経営､ 現代社会､ グローバル･コ
ミュニケーション､ 薬

[有瀬キャンパス]
経済､ 人文､ 心理(2018年４月開設)､
総合リハ､ 栄養� ������ (2017年度)
・法学部 1,274,300円
・経済学部 1,274,300円
・経営学部 1,274,300円
・人文学部
人文学科 1,306,300円
人間心理学科 1,456,300円

・現代社会学部 1,360,300円
・グローバル･コミュニケーション学部

1,360,300円
・総合リハビリテーション学部
理学療法学科・作業療法学科

2,196,300円
社会リハビリテーション学科

1,546,300円
・栄養学部
管理栄養学専攻 1,643,300円
生命栄養学専攻 1,843,300円

・薬学部 2,247,700円
※2018年４月開設の心理学部心理学科の
学費等については､ 人文学部人間心理
学科を参照して下さい｡����
日本学生支援機構や地方公共団体・民
間団体の奨学金のほか､ 本学独自の奨学
金制度が充実しています｡
また､ 一般入試前期日程・中期日程を
一定以上の優秀な成績で合格した者に対
して入学年度の学費を免除する ｢特待生
制度｣ や､ ２年次以上の学業・人物とも
に優秀な学生に対して ｢奨励金｣ を支給
する制度もあります｡

�����������������������
ポートアイランドキャンパス 有瀬キャンパス

所在地 ■ポートアイランドキャンパス 〒650-8586 神戸市中央区港島1 1 3 TEL 078(974)1551

■有瀬キャンパス 〒651-2180 神戸市西区伊川谷町有瀬518 TEL 同上
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●法学部／法律学科
リーガルマインド (法的思考力) に主
眼を置き､ 法律の専門知識と法的な視点
を養い､ 論理的思考力を磨くことでバラ
ンスの取れた ｢暮らしと社会を見る目｣
を獲得｡ 法職､ 行政､ 企業法の各コース
から将来に応じた学修を行い､ 法曹界や
行政､ 企業社会などで活躍できる人材を
育てます｡
●経済学部／経済学科
入学後､ 一年半の間に経済学の基幹科
目をじっくりと学び､ ２年次後期に企業
経済・公共経済・総合経済のいずれかの
コースを選択します｡ また､ 日商簿記検
定対策や FP 技能検定試験対策など､ 資
格取得に直結する正課科目を設置してい
ます｡
●経営学部／経営学科
１年次に経営学の基礎を修得した後､
２年次より､ 経営・商学､ 会計､ 経営情
報科学の３コースに分かれ､ 専門分野を
学びます｡ さらに隣接領域である経済学
や法学､ 外国語などで実践的なスキルアッ
プを図ります｡
●人文学部／人文学科
2017年度入学生から従来の２コース９
領域制を廃止し､ 新たなカリキュラムが
スタート｡ 人間探求科目群､ 言語・文学
科目群､ 環境・人類・地域・歴史科目群
という３つの科目群に分けられてはいる
が､ それを自分の関心に合わせて縦横無
尽に学ぶことにより､ 広い知識と視野を
身につけることができます｡
●心理学部[2018年４月開設]／心理学科
人の心をより深く理解し､ 複雑化する
社会問題の解決に役立てていくために､
これまでの人文学部人間心理学科の学び

をさらに発展させ､ 新たに心理学部を開
設｡ 充実した教員による､ 心理職初の国
家資格 ｢公認心理師｣ をめざすカリキュ
ラムを実現します｡
●現代社会学部／現代社会学科
地域での多彩な実習を通じて､ 課題解
決能力を身につけます｡
｢市民と生活｣ ｢仕事と産業｣ ｢地域と

文化｣ の３つの分野を体系的に学び高度
な専門性を養います｡ また専門領域の学
びとともに共通実習で行動力を育てます｡
●現代社会学部／社会防災学科
地域の人々が安全に暮らすための､ 実
社会で役立つ知識を学修し､ ｢防災｣ に
関する専門的な学びを深め､ プロジェク
ト型実習で社会人に必要なスキルを養成
します｡
●グローバル･コミュニケーション学部／
グローバル･コミュニケーション学科
明治以降､ 神戸は港を通じていち早く
世界に開かれ､ 異国情緒あふれる国際都
市として発展してきました｡ その恵まれ
た立地を生かし､ 国際社会に通用する語
学力・コミュニケーション能力・実践力
を兼ねそろえた ｢グローバル人材｣ を育
成します｡
●総合リハビリテーション学部／
理学療法学科・作業療法学科
豊富な専門知識と最新の治療・トレー
ニング技術だけでなく､ 幅広い教養と豊
かな心､ 健やかな人格を持つ理学療法士・
作業療法士の養成をめざします｡
●総合リハビリテーション学部／
社会リハビリテーション学科
医療､ 教育､ 福祉､ 工学などの分野を
総合的に学び､ 柔軟で創造力のある社会
福祉士や精神保健福祉士などを養成しま
す｡

●栄養学部／栄養学科
管理栄養学専攻
対象者の臨床検査結果などを深く理解
し地域医療や医療経済の適切な運営に貢
献する意識を高め､ 確かな栄養指導のス
キルを持った管理栄養士を育成｡ 近年､
病院管理栄養士の入院患者への栄養サポー
トが注目されていて､ 入院日数の短縮や
QOLの向上､ 医療費削減などに繋がっ
ています｡
生命栄養学専攻
患者の病歴を元に､ 適切な分析所見を
報告でき､ チーム医療の場で必要となる
能力を修得します｡ 栄養に関わる医療系
教育にも着目｡ 生活習慣病に直結した栄
養学を中心とした予防・診断分野に精通
したスキルを養います｡
●薬学部／薬学科 [６年制]
医療や薬を取り巻く技術の進歩､ 環境
の変化､ 患者のニーズに対応し､ 薬学部
は６年制教育を実施しています｡ 高度な
医療知識と薬の専門知識を修得し､ さら
に高いコミュニケーション能力と倫理性
を併せ持つ薬剤師を養成します｡�������
入学時から就職相談に応じるほか､ ガ
イダンスや業界研究会などを通して早期
から就職に対する意識を高めます｡ また､
神戸学院大学の学生を採用したい企業か
ら寄せられた約10,000件の企業情報の閲
覧が帰省先など学外からも可能な大学独
自の就職データベースを導入し､ 学生が
自主的に就職活動を行える環境を整えて
います｡

OPEN CAMPUS 2017
■KPC(ポートアイランドキャンパス)■
■KAC(有瀬キャンパス)■������������ ������������������������������ ������������������������������������������� ���������������������
開催時間 10:00～15:00
※９月17日のみ10:00～16:00

参加者には､
大学案内・オリジナルグッズ等を進呈！

※事前のお申込は不要です｡

公募制推薦入試対策講座
(オープンキャンパスと同日開催)

一般入試対策講座 ※事前のお申込は不要です｡

予備校講師による入試対策講座
入試概要説明､個別相談､資料配布

���������������������������������� ����������������������������������
����������������������������

http://www.kobegakuin.ac.jp/
http://www.kobegakuin.ac.jp/sp/
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